
「動く声帯の紙模型」
作り方と使い方

図2．道具など
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■1．道具など （図2）

1. はさみ 2. 15cm ほどの定規

3. 鉄筆：芯を出していないシャープペンなど

4. 木工用ボンド：スティックのりも可

5. ダブルクリップや洗濯ばさみ：のり付けのときに便利

■2．切り出しと折線 （図3）

1. すべてのパーツを切り出す。切り線の真ん中を切り、

輪郭がわずかに残るようにするとよい。

2. カッターなどで、喉頭口の切抜きを行う。

3. 定規と鉄筆で、②声帯靱帯の折線に線引きする（折り

やすくするため）。
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■3．声帯靱帯の組み立て

1. ヤマは山折り、タニは谷折りにして、折り目をしっかりつける（図4A）。

2. 披裂軟骨をのり付けする。のりしろよりも披裂軟骨の頭が少し出る程度にずらして貼り付ける（図4B）。

3. 声帯ヒダを声帯靱帯の裏側から貼り付ける（図4C）。上端が合うように貼り合わせる。よく乾かす。

4. 声帯靱帯の左右を上端と下端で貼り合わせる（図4C）。披裂軟骨と付かないように注意。

5. よく乾いたら、この段階で声帯の開閉動作ができるかどうか確認しておく。おかしな時は修正する。
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図5．喉頭口と声帯を合わせる
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■4．喉頭口に声帯靱帯を取り付ける

1. 声帯靱帯のパーツを喉頭口（台紙）の裏から重ねて、

披裂軟骨部が外に出るように配置する（図5A）。

2. 台紙の上端と声帯靱帯の上端を合わせてのり付けす

る（図5B）。乾いたら工作終了。

■5．使い方

1. 左右の手で台紙を持ち、裏側の声帯ヒダを左右の中指

などで同時に動かすと声門を開閉できます。

2. 実際の披裂軟骨にはさまざまな筋が付いて、披裂軟骨

の向きを変えたり、位置を動かしたりしています（図1）。

これらの筋の名前や配置は「喉頭・咽頭の立体紙模型」

や教科書などで補ってください。

3. 声門を閉じた状態で、台紙の正中線（図5B）で谷折りに

たたむとコンパクトに収納できます。
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